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はじめに 

                                                                 9 月 12 日時点 

第 10回横浜シーサイドトライアスロン大会の競技運営をお引き受けいただき、ありがとうございます。当日の運

営に当たっては、下記の注意事項をお読み下さい。 

・前回（昨年）大会からの変更事項： 

 (1) スプリント競技の追加 

 (2) パラ選手（ＴＲＩ２ １名、ＴＲＩ５ １名、ＴＲＩ６ 3名（ガイド 3名） 9月１２日時点  

  ・プレトランジション設置（椅子ｘ１）  

  ・基本補助なし→ＴＲＩ－５（ﾚｰｽﾅﾝﾊﾞｰ１０２）の方は右脚に障がいがあるため２名体制で介助をお願いしま

す。 

  ・トランジション２ｍ幅確保＋椅子ｘ１  

      ・タンデム（ＴＲＩ-6）の試走が当日選手の要望で決まります。（ＴＤが受付時確認） 

 (３) ボランティア人数７７名（予定） （ボランティア配置図、ボランティアマニュアル参照） 

     (4)チャレンジ車いす選手のスイムパートを行う方が居ないためＴＤがスイムを行う。 

       （最終ゴールも同伴、フィニッシュ） 

     (5)ﾚｰｽﾅﾝﾊﾞｰ 317（３ｳｪｰﾌﾞ）加藤さま 聴覚障害あるもサポート要請なし（ﾅﾝﾊﾞｰは周知） 

 

大会当日の注意事項 

  【ＴＯとしての心得】 

(1) 審判員は尋ねられます。 

   → レース開始時間、スイム、バイク、ランの周回数、トイレ・更衣室の位置、 

   トランジションオープン時間等は確認しておきましょう。選手への最終案内は必読。 

  (2) 審判員は見られています。  

       → 挨拶こちらから選手、関係者へ。言動は丁寧に。業務以外の写真撮影は禁止。  

 (3) 持ち場で起こり得ることを事前にシミュレーションしておきましょう。  

       → 選手が転倒したらどうするか、コースミスをしたらどう誘導すべきか 

事前に対応を考えておいて下さい。 

 (4) ボランティア・警備員といつ、何をしてもらうのか、意思疎通を図っておいてください。 

競技種目 内容 時間 ﾚｰｽﾅﾝﾊﾞｰ 人数 

パラ競技 パラトライアスリート ９:４０～ １０１～１０５ 5名＋

3名
（ガイド） 

スプリント 一般男女 １０:００～ ２０１～ ３０１～ 170

名 

一般 高校生以上 １１:００～ ５０１～、６０１～，８０

１～ 

166

名 

デビュー 高校生以上 １２:００～ ９０１～ 131

名 

リレー 高校生以上 １２:１０～ １１０１～ 42組 

ｱｸｱｽﾛﾝ（一般） 高校生以上 １２：４０～ １３０１～、１４０１～ 30名 

ペア スイム高校生以上、 １３：００～ １５０１～ 2組 

ペアチャレンジ  

Ａ／B 

スイム高校生以上、 

ラン小学生低／高学年生 

１３：１０～ １６０１～ 17組 
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 【服装等】        

 (1) 服装：ＴＯポロシャツ(白黒)に 黒のスラックスまたはハーフパンツ。 

   （ＴＯポロシャツの購入は県連合事務局までメールで連絡） 

 (2) サングラス ：色の薄いものは利用可。 

 (3) ルールブック、審判員資格証、筆記用具は必ず持参。 

 (4) ホイッスル、イエロー/レッド/ブルーカードをお持ちの方は、持参。 

 (5) 透明レインコート等雨具を準備（傘は不可）。ＴＯポロシャツ・ベストを一番上にする事。 

        または黒のレインコートを着用する場合、ＴＯポロシャツを上に着て下さい。 

 

4、大会の概要について 

 〈https://www.sea.tri.yokohama/〉 〈https://www.kn-tu.or.jp/2019seaside-to-info〉を 

参照ください。 

 

5、前日選手説明会、質問対応の協力のお願い 

     大会前日(２８日)に各チーフの方には前日競技説明会（4回目／15時～に参加）し選手質問対応 

をお願い致します。 

      ・最終回後にスタッフミーティングを実施します。 

 

6、連絡先 

前日及び当日の連絡先：０９０－８４８５-００２２（大会本部 杉浦 真由美） 

                ０９０-３４３６-１９９９（宮城） 

 

  

集合場所／時間 

■大会当日   ９月  ２９日（日） 

(1) 集合時刻    6:30／ 八景島大橋ゲート開門 

                 6:50／ＴＯ受付 （メイン会場 KｎTU テント前） 

                 7:00／ＴＯミーティング  

                 7:20／トランジッション オープン 

             

  

※遅れる場合は必ずご連絡をお願いいたします。  

大会本部（杉浦 真由美）  ：090-8485-0022 

ＴＤ 宮城 信隆                 090‐3436‐1999 

  

https://www.sea.tri.yokohama/
https://www.kn-tu.or.jp/2019seaside-to-info
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タイムスケジュール 

1. タイムスケジュール 

1、 スケジュール 

 

 

※９月１７日 現在 

 

内　容
人数

（8.5現在）

人数

（見込み）

スイムキャップ

カラー
組数

所要時間

(秒)
備考

　駐車場オープン

　選手・関係者入島開始可能時刻（一般来園者8：30～）

　選手受付／問診チェック（Ａグループ…１～3ウェーブ）

　選手受付／問診チェック（Ｂグループ…4～6ウェーブ）

　選手受付／問診チェック（Ｃグループ…7～9ウェーブ）

　トランジションエリアオープン（～クローズ）

　スタートセレモニー

　交通規制開始（コース設営）

８：５０～ 　競技説明会・準備体操（Ａグループ…1～3ウェーブ）

９：20～９：35 　スイムウォームアップ・入水チェック（第１～3ウェーブ）

９：４0～ 　第１ウェーブ（750ｍパラ） ５(Ｇ３) 5

TRI2-4/イエロー

TRI5-6/グリーン

GUIDE/ホワイト

－

１０：００～ 　第２ウェーブ（750ｍ女子） 26 26 ブルー 60

160秒+4

分空ける

１０：２０～ 　競技説明会・準備体操（Ｂグループ…4～6ウェーブ）

１０：４０～１０：５５ 　スイムウォームアップ、入水チェック（第４～６ウェーブ）

１１：００～ 　第４ウェーブ（男子　40-49） 62 90 グリーン

１１：１０～ 　第５ウェーブ（男子　50以上） 80 115 レッド
220秒+5

分空ける

１１：２０～ 　第６ウェーブ（女子） 24 35 ホワイト

１１：２０:～ 　競技説明会・準備体操（Ｃグループ…7～9ウェーブ）

１１：４０～１１：５５ スイムウォームアップ、入水チェック（第７～９ウェーブ）
110秒+2

分空ける

１２：００～ 　第７ウェーブ（トライアスロンデビュー） 131 150 イエロー 80

１２：１０～ 　第８ウェーブ（リレー） 42 60 ブルー

１２：２０～ 　第９ウェーブ（男子　10代、20代、３０代） 58 50 レッド

８：４０～９：２０

７：２０～９：３０

９：０５～９：２０

９：３０（～９：５５）

１０：２０～

新スケジュール（案）

4：００

7：１５

７：２０～８：００

８：００～８：４０

ピンク144　第３ウェーブ（750ｍ男子） 144

Ａ
（

ス

プ

リ

ン

ト
）

Ｂ
（

一

般
）

Ｃ
（

一

般
）

１１：２０～１１：５０ 　選手受付/問診チェック（アクアスロン）

１１：２０～１２：０５ 　トランジションエリアオープン（～クローズ） －

１２：０５～ 　競技説明会・準備体操（アクアスロン　10～13ウェーブ） －

１２：２０～１２：３５ 　スイムウォームアップ、入水チェック（アクアスロン） 40

１２：４０～ 　アクアスロン（女子）（第10ウェーブ） 9 10 ブルー －

１２：５０～ 　アクアスロン（男子）（第11ウェーブ） 21 25 ホワイト

１３：００～ 　アクアスロン（ペア）（第１2ウェーブ） 2 10 グリーン

１３：１０～ 　アクアスロン（ペアチャレ）（第１3ウェーブ） 17 20 イエロー

１３：４５ 　全バイク競技終了

１３：４０～１６：００ 　トランジションエリア再オープン

　交通規制解除

　全競技終了

   表彰式・閉会式

621 740

１４：００

１４：３０

１４：３０～１５：３０

D

(

ア
ク
ア

ス
ロ
ン

)
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２、制限時間 

 

 

３、距離と周回数 

 

 
 

・スイムスキップ 

スイム競技を行わず、バイク（トライアスロン競技）またはラン（アクアスロン競技）から競技を行う事が出来る方法。 

競技開始前、１周回終了後（２５０ｍ）、２周回終了後（５００ｍ）のいずれかに選手自ら申し出を行った場合にスイ

ム競技をスキップし、次の競技に参加する事が出来ます。 

・ 

・スイムスキップ受付 

計測チップ渡し場所、スイムウォームアップ後にスイムスキップを受け付けます。 

スイムスキップスタート 

計測チップ渡し場所近くにスイムスキップ待機エリアを設けます。スイムスキップ用のアンクルバンドを装着させてく

ださい。 

スイムスキップを行った場合の記録は参考扱いとし、表彰対象にはなりません。 

（レースナンバー、人数を本部へ必ず連絡する） 

※スイムスキップ者はスイムエリア内で「スキップ」スタート時間で一斉スタート（トランジッションまでは歩いて移

動。 
 

グループ スタートウェーブ スイムスキップ受付時間 スイムスキップスタート 

Ａ １～３ウェーブ ０９：２０～０９：４０ 10:50 

Ｂ ４～６ウェーブ １０：４０～１１：００ 11:40 

Ｃ ７～９ウェーブ １１：４０～１２：００ 12:30 

Ｄ １０～１３ウェーブ １２：２０～１２：４０ 13:10 

 

 

 

 

 

 

スイム スタート後　２４分（７５０ｍ） スタート後　１５分（５００ｍ） スタート後１５分（５００ｍ） スタート後８分（２５０ｍ）

バイク スイムスタート後　９５分（１時間３５分） スイムスタート後　８５分（１時間２５分）

フィニッシュ スイムスタート後　１４０分（２時間２０分） スイムスタート後　１３０分（２時間１０分） スイムスタート後　６５分（１時間０５分） スタート後　Ａ　２５分

フィニッシュ スタート後　Ｂ　３５分

アクアスロンペアチャレンジスプリント、パラトライアスロン 一般、デビュー、リレー アクアスロン一般、ペア

スイム

バイク ２０ｋｍ（５ｋｍコース４周回） ２０ｋｍ（５ｋｍコース４周回）

ラン

ラン Ｂ１．０ｋｍコースを２周回

Ａ　１．１ｋｍコース１周回

スプリント、パラトライアスロン（７５０ｍ） 一般、デビュー、リレー（５００ｍ） アクアスロン一般、ペア（５００ｍ） アクアスロンペアチャレンジ
２５０ｍコースを３周回（陸も含む）
※パラは陸への上陸は無し ２５０ｍコースを２周回（陸も含む） ２５０ｍコースを２周回 ２５０ｍコースを１周回

５ｋｍ（２．５ｋｍコースを２周回） ５ｋｍ（２．５ｋｍコースを２周回） ５ｋｍ（２．５ｋｍコースを２周回）
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・レスチューブ 

レスチューブを装着しての競技は可能です。但し膨張させた場合には速やかにスイム競技を中止しライフセーバ

ー、ＴＯ（審判員）の指示に従ってください。 

※ライフセーバーにより陸に引き揚げられ、医師が健康状態を確認したのち、競技中止かスイムスキップを選択で

きます。 

  

・ＰＴＶＩバイクコース試走 

※ＰＴＶＩ選手のバイク試走は選手受付時にＴＤが直接確認します。（バイク、トランジ対応Ｃには速やかに連絡しま

す）コースは H-4～H-9(坂の上り、下り) 試走時間は 8:20～8:30の１０分間のみです。 
  

 
 

 

 

担当業務 

 

1. 共通事項 

 1) 大会前ＴＯ・ミーティング参加 

 2) 競技終了後ＴＯ・ミーティング参加、結果報告 
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2. 個別事項 

ＨＲ（審判長）  

 1) ＴＯ統括 

 2) ＴＯミーティングの招集と統括 

 3) 競技開始前の競技説明 (適用する競技規則、ローカルルール、その他注意事項) 

 4) スターター補助（例年であれば来賓者が行う） 

 5) 競技記録の承認 

 6) ＴＯミーティングでの競技規則違反者裁定 (警告 / 失格)と公表 
        

スイムパート 
 ※ 水中での活動となる前提で水着やウエットスーツを準備ください。 

 1) 競技開始前（第１ウェーブ試泳１時間前）の水温・気温計測と報告（本部へ無線連絡） 

（８時２０分。アンクルバンド配布場所に掲示） 

 2) アンクルバンド配布、当日選手説明会、体操場所へ誘導。 

ウェーブごとの整列、スタート位置への誘導 

 3) 入水選手人数確認（計測用アンクルバンド着用の確認）⇒人数確認はカウンタでチェック 

 4) 選手レースナンバー（腕または手の甲）及びスイムキャップ着用確認 

 5) １０人、約１０秒ごとのローリングスタート方式を採用（コーン又はテープにて整列させる） 

 6) コーナー部ショートカットのコントロール 

 7) 出水選手人数確認（リタイヤ選手、スイムスキップ者の対応） 

 8) トランジションエリアまでの陸上コース監視（観客のコントロール） 

 9) スイム競技審判一般 

10)パラ選手の入水・退水サポートは TRI-5の土門さま（ﾚｰｽﾅﾝﾊﾞｰ 102） 

 

※スイムパート終了後は、昼食の後、ラン・トランジション・フィニッシュへ交替応援をお願いします。 

     

スイムコース図 
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バイクパート ※ 競技用自転車とヘルメットを準備できる方はご用意ください。 

 1) バイク先導、カットオフ対応 

 2) 危険個所（定点）での選手誘導 

 3) 危険走行、ドラフティング、キープレフトの声掛け（罰するより、抑止を心掛ける） 

       近年ドラフティング違反者多いので移動バイク担当者は注意。 

 4) 体調不良およびリタイア選手の確認（アンクルバンド回収し報告） 

 5) 最終選手の確認。ＨＲ（胡澤）へ無線連絡 

     ６）13:30バイク関門（バスロータリー）、14:00交通規制解除 

 ７) バイク競技審判一般  

      ８)※ＰＴＶＩ選手のバイク試走は当日受付時にＴＤ（宮城が直接確認します。（バイク、トランジ対応Ｃには

速やかに連絡します）コースは H-4～H-9(坂の上り、下り) 試走時間は 8:20～8:30の１０分間のみで

す。 ・試走がある場合選手の誘導をお願いします。 

 

    【過去事例より注意事項】 

1) バイクスタート後、島内１３度の上り坂で転倒、混雑があります。選手にはバイクを降りてのアナウンスも

お願いします。 

2) バイク周回後の下り坂は（Ｈ－９）スローダウンをアナウンスする。 

3) トランジッションエリア内でストラップ外す選手にアナウンスと停止。 

     

 
バイクコース図 

ランパート  
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 1) 選手、観客の誘導 

 2) 八景島折り返し地点でのアナウンス（周回不足） 

 3) 周回ポイントでのアナウンス 

 4) 体調不良およびリタイア選手の確認（アンクルバンド回収） 

 5) 競技選手のレースナンバーへの注意 

 6) 最終選手の確認。ＨＲ（胡澤）へ無線連絡 

 7) ラン競技審判一般  

     8) ※今回チャレンジＡＢのコースが変更になっています。コースレイアウトを確認し設定。 

  

    【過去事例より注意事項】 

     1) 折り返し地点での未通過（レース後対応実績あり） 

     2) フィニッシュ、周回分岐での誘導（選手が迷わないコース設営） 

     3) 前あきファスナー付ウエア着用選手がファスナーを下げていた場合、 

 ファスナーを上げるようにアナウンスする。 

     4) 脱水症状に十分注意。水分補給を促し、話しかけて反応を確認する。 

       危険な場合、速やかに制止させメディカル対応を要請する。 

      5）チャレンジＢ選手、周回時のコース誘導（一部トランジッションエリアの一部を使用するため、トランジッ

ション担当と連絡を密にする。 

 

 ランコース 図 
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※ペアチャレンジＡＢ共にランコースが変更となっています。 

  ペアチャレンジＢ周回地点が従来と変わっていますので、コース設定等はボランティア、ＴＯで協力し設定してく

ださい。 

 

※トランジッション・エリアからランへ行くコースが一部変更となっています。 

 トランジッション出てすぐ右折し（ピンクの通路）通行用の通路の薬１／３ほどをコースとして使用します。（コーン、バ

ーでコース設実施） 
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トランジションパート  

     1) 許可者以外のエリア立入禁止 

 2) エリア内でのバイク乗車禁止 

 3) ヘルメットの確認 (規定外のヘルメット使用していないか?) 

 4) ヘルメット・ストラップの着用チェック 

 5) レースウェア及びレースナンバー表示の注意 

 6) バイク乗車ライン/降車ラインでの乗車/降車の注意 

 7) 体調不良、リタイア選手の確認 

 8) ペットボトル装着チェック（専用ゲージ、ボトルであれば使用可能） 

 9) バイク設置向きのチェック、指導 

 10） リレー部門の選手引継(リレー)の監視 
     11）ペアチャレンジＡＢのランコース一部をトランジッションエリア内通行（コース設営、誘導） 
     12)トランジッション廻りの横断路はＶＯに指示し対応する。（時々状況確認をお願いします） 
 
    【過去事例より注意事項】 

1) エリア内でのバイク乗車 

2) バイク、ランの出口の誘導 

     3) リレー（Ｂ→Ｒ）：バイク選手は、バイクをラックに掛けてから、ヘルメットを脱着し、リレーゾーンへ 
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フィニッシュパート  
 1) 着順判定(フィニッシュライン上) 同タイム時の着順判定は目視 

 2) 「レースナンバー正面」、「サングラスはずす」の声掛け 

 3) フィニッシュ選手人数 /  タイムオーバー選手の集計 

     4) アンクルバンドの回収確認 

 5) 記録確認（スプリント競技上位者には※各エイジ上位 3位までの方は２０20年ＷＴＳ横浜大会エイジ

の参加資格授与あり） 

       ※3位が同着タイムであればＷＴＳ参加資格は両者に授与する。 

       ※スプリント上位のみ着順を確認しておく。 

      6)各上位者は表彰があるので、ＨＲ、ＴＤは速やかに順位確認し行いサインを行う。 

 

    【過去事例より注意事項】 

     1) 着順判定表の準備をする（雨天想定） 

     2) フィニッシュ付近で選手が停滞しない導線の設営 

     3) メディア（写真撮影）エリアの設営 

 

 

その他 

1) 随時、必要と判断される事項はチーフおよび本部へ連絡のこと。(医師／救急車要請等) 

2) 注意／警告等に該当するルール違反選手については、レースナンバーの他に時間と 

場所を記録し、各チーフへ報告すること。チーフからＨＲ（胡澤）へ報告すること。 

3) リタイア時の対応は、レースナンバーと氏名を確認しアンクルバンドを回収する。 

各パートチーフからＨＲ（胡澤）に報告しアンクルバンドを返却する。 

4) 公益社団法人日本トライアスロン連合競技規則及び、大会ローカルルールに従い競技する。 

   

事前の競技運営についての質問で情報共有が必要な場合は、下記へメールにてお願いします。 

① info@kn-tu.or.jp 

 

それ以外での質問は、ＴＤ技術代表 宮城（nobutakaka3413184@icloud.com） 

へお問い合せ下さい。 
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